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概要： 育児や介護と仕事の両立の需要，兼業や副業の拡大といった国の指針から，時間と場所の制約がないワー

クスタイルが目指されている．このようなオンラインを前提とする仕事環境では，コミュニケーション手段とし

てテキストチャットやビデオ通話が用いられるが，メンバー同士の関係性を築きづらい．関係性は業務の質やワ

ーカーの満足度に影響するものであり，テレワークの中での関係性構築が課題である．本研究では，オフィス環

境の関係性構築に用いられる差し入れというねぎらい手段に着目し，出前サービスを用いて差し入れをオンライ

ン環境に取り入れるシステムを提案した．システムを想定した実験では，オンライン環境においてシステムを使

用した差し入れが関係性や満足度，情報共有に良い影響を与えることがわかった．一方で，オンライン環境はオ

フィス環境に比べて，関係性や業務の質が低いという検証結果になり，オンライン環境全体のさらなる質の向上

の必要性に言及した． 
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１．自由なワークスタイルへのシフト 

現代の日本の多くの企業では，就労日や就労時刻が一

律に定められている，ワーカーは平日にオフィスに同

じ時間に集まり，土日祝日を休養や趣味に費やすとい

うライフサイクルが，一つの理想的なワークスタイル

として人々に浸透している．就労日や就労時刻が定め

られていることは，逆説的に所定の時間に労働しなけ

ればならないといえる．ワーカー自らライフサイクル

を定めることが難しい時間と場所に制約があるワーク

スタイルである． 

病気の治療や子育て，介護などとの仕事の両立や副業

や兼業拡大推奨の流れなどから，フレックスタイムや

テレワークといった時間と場所に制約がない働き方が

徐々に拡大している[1]．今後さらに制度が拡大してい

き，個人ワークがメインのエンジニアやデザイナー，

事務職などでは，ワーカー自身のライフスタイルに合

わせて働く場所と時間を自由に選択できるワークスタ

イルへシフトしていくだろう(図１)． 

 
図１．時間と場所の制約がないワークスタイル 

  
２．オンライン環境で満足に仕事ができるか  

 時間と場所に制約がないワークスタイルでは，個々

のワーカーがオンラインワークツールを使用して情報

共有や連携をおこなう．テレワークでは，メールやテ

キストチャット，ビデオ通話ツールがコミュニケーシ

ョン手段として用いられるが，これらのツールは非計

画のコミュニケーションを生まれにくいことなどから，

チーム内の関係性や連帯感を保ちづらい．職場におけ

る関係性は，ワーカーのモチベーションや満足度，チ

ーム内の情報共有やデータの信頼性など業務の質に影

響を与える[2][3]．特に，主流となりつつあるアジャ

イル型の開発手法におけるワークフローやチーム編成

においては，チームワークが重要でありオンライン環

境においてもワーカー同士の関係性構築が必要である

[4][5]． 
 

３．システム提案 

テレワークでは業務評価方法や関係性構築が課題であ

り，業務の質的評価やメンバー間のねぎらいなどの環

境構築が必要である．本研究では，遠隔や時間差で働

くワーカー同士の関係性構築を支援すべく，オフィス

環境のねぎらい手段の一つである差し入れをオンライ

ン環境に導入するシステムを提案する． 

オンライン環境への差し入れの導入方法として，テキ

ストチャットと複合して出前サービスを用いる．共有

された相手の作業情報からの作業の評価をし，オプシ

ョナルに差し入れとして出前を贈ることができる(図



２)．受信者が出前アイコンをタップすると注文が完了

し，数十分後に出前が作業場に届く． 

        
図２．情報共有と差し入れの画面 

 

評価と併せての差し入れをする流れがねぎらいの意図

を付加し，ワーカー同士の関係性の構築を支援する．

システム使用例として，二人のユーザが共にテレワー

クで就労時間が被らない場合の流れを図３に示す． 

 
  図３．システムの流れ  

  
４．実験 

提案した出前サービスのシステムの有用性を検証する

ため，システムを想定した実験をおこない，オンライ

ン環境の差し入れ受領の有無，オフィス環境について

比較を定性的なアンケートによって評価をおこなった．

20 歳から 25 歳の大学生及び大学院生 11 人に実験に参

加してもらった．実験アンケート結果を図４に示す．

アンケートは 5 段階のリッカート尺度法で，縦軸は

「1:そう思わない」から「5:そう思う」を示す． 

 
図４．実験アンケート結果 

 

 オンライン環境の差し入れの有無の比較において，

差し入れあり環境の方が「他者と良い関係が築ける」

(p<0.05)において高いのは，メッセージに加えた差し

入れが関係性や連帯感が生じたからだといえる．「職場

環境の満足度」(p<0.01)が高いのは，関係性の向上の

結果であろう．「自身の業務能力が高められる」

(p<0.05)が高いのは，関係性の向上が情報共有のハー

ドル低下やモチベーション向上をもたらしたからだと

考えられる． 

オフィス環境とオンライン環境の差し入れあり条件

の比較では，「他者と良い関係が築ける」(p<0.01)，

「必要な情報を共有できる」(p<0.05)において，オン

ライン環境の方が低い結果となった．関係性について

は，差し入れ以外の要素として非計画的なコミュニケ

ーションやプライベートな会話のないことが起因する

と考えられる．情報共有については，「オンライン環境

情報の密度の低さ，会話速度の遅さが起因していると

考えられる． 

以上のことから，テレワークではテキストチャット

のみでは他者とのつながりが希薄だったが，差し入れ

がテレワークにおける関係性を助長し，連鎖的に仕事

環境の満足度と業務の質の向上があったといえる．し

かし，差し入れではテレワークの関係性構築は十分で

はなく，差し入れ以外の他の要素の欠損があるとした．

テレワークでは他者の存在がないことによって長期的

に見てモチベーションや効率の低下が懸念されること，

業務に情報を他のメンバーから収集できないことが課

題であるといえる． 

 

 

５．結論 

システムを想定した実験にてオンライン条件の向上が

見られたことから，システムの有用性が窺える．シス

テムを実装することで，テレワークをする人たちの関

係性構築を支援し，結果として本研究の目的である満

足度や効率の高い働き方に近づけることができるだろ

う．一方で，テレワークでは情報共有の質や関係性が

オフィスと比べて低いことが課題であり，オンライン

環境全体のさらなる質の改善が必要である．次の課題

として，遠隔や時間差でも円滑なコミュニケーション

がおこなえる新たなチーム編成やワークングプロセス

の考案などが挙げられるだろう． 
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条件 A：オンライン(差し⼊れ有) 
条件 B：オンライン(差し⼊れ無) 
条件 C：オフィス(差し⼊れ有) 

仕事のモチベーションが保てる 

必要な情報を共有できる 

チームの⼀員であると感じる 

職場環境に満⾜できる 

⾃⾝の業務能⼒を⾼められる 

他者と良い関係が築ける 
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